
 

既存の試料情報を利用する研究掲示物 

 

抗菌薬使用および細菌検査実施の患者さんへ 

 
当院では、より良い治療を行うための調査研究 

「日本における血液培養の陽性率と 1,000 患者日あたりの採取セット率、複

数セット率、汚染率の実態」に参加しています。 

 
「他の医療機関と共同で血液培養に関連する実態調査を医学雑誌で公表」するために、

済生会横浜病院 感染管理対策室 大石 貴幸 副室長を中心に研究を行います。 

 

これまでの診療記録を集計します。新たな質問や検査の必要はありません。 

この調査では、患者さんへ実施した血液培養の結果を基に陽性率などを集計させていた

だきます。 

【この研究での検体・診療情報等の取扱い】 

宇多野病院倫理委員会の承認を受けた研究計画書に従い，お預かりした検体や診療情報等

には匿名化処理を行い，ご協力者の方の氏名や住所が特定できないよう安全管理措置を講

じたうえで取り扱っています． 

 

データの調査の対象は、一部の方です。 

2017年 1月 1日から 2018年 12月 31日のあいだに、当院を受診し、血液培養が実施さ

れた患者さんを対象としています。 

 

お名前や個人情報がでることは、一切ありません。 

収集された資料は、個人を特定できないように処理して、済生会横浜病院感染管理対策

室 大石貴幸 副室長のところに集められて解析されます。結果は医学雑誌等で公表します

が、必要な情報のみ統計資料として集計しますので、当院外にお名前や個人情報がでるこ

とはありません。 

研究終了後、収集資料は個人を特定できない形にして保管され、他の研究等に利用され

る場合があります。 

研究内容の詳細等は、下記の当院連絡先担当者にお問い合わせください。 

 

この調査にご自分の診療記録を使ってほしくない方は、お申し出ください。 

この調査へのご自分の診療記録の使用をお断りになっても、不利益を受けることは全く

ありません。たとえそれが研究期間(2019年 4月-2020年 3月)中であっても、いつでも

お断りいただけます。 

その場合は、2020年 3月 31日までに、当院 感染管理対策責任者 山本にお申し出くだ 

さい。 

 

連絡先：独立行政法人国立病院機構 宇多野病院 

    感染対策責任者：山本 兼司  

電話 075-461-5121 

内線（PHS）7035 

住所 〒616-8255 京都市右京区鳴滝音戸山町 8 


